
植物の成長プロセスはすべての生き物に共通し、かつ誰

もがそのプロセスを理解し易いものであるという前提の

もと、植物の成長として比喩することは、多義的かつ複合

的な「建築する」ことを考える上で、唯一それらを網羅す

ることが可能な複雑性を持っていると考える。そのため植

物比喩表現は、より詳細にプロジェクトを見ていく際に機

能してくる。

４.対象プロジェクトの可視化
収集した情報やプロジェクトの概要を元にベースス

トーリーにまとめ、「からまり表現」「植物成長表現」への

変換 ( 表 1 〜 4) を対象プロジェクト全 8 例で行い、各プ

ロジェクト毎に変換結果と仮説を立てた。

５.考察
からまりをほぐすに該当する行為は、一般的に敬遠され

がちだが、目的達成の為にはかかせない要素であり、設計

思考保持者はこの段階に注力していると考えられる。ま

たそのことが、からまりをあむの行為に繋がり、プロジェ

クトの継続に大きく関わっていると考えられる。植物の自

律的な力を引き出すようにプロジェクトに関わることで

そのプロジェクトは目的を達成し、かつ継続し得ると考え

られ、その育成のプロとして設計思考保持者が挙げられ

る。また、同時に育成のプロを育てること自体が、プロジェ

クトの半永久的な継続に寄与すると考えられる。また、「比

喩表現から得られた抽象表現」から得られた仮説より 2種

の系統と 1種の型の組み合わせで計 4種類にプロジェクト

を分類することができた。(図 1)

「からまり表現」「植物比喩表現」の 2 種の可視化と、

そこから「植物比喩表現の抽象表現」「からまりの分類」

という新たな 2種の可視化を導き出すことができた。これ

らは、プロジェクトの全体像から詳細まで、利用者の必要

段階に応じて使い分けが可能であり、分析・実用共に、ツー

ルとしての機能があると考えられる。

６.総括
本研究で行った可視化では、建築リテラシーの差に関係

なく、各々の頭の中で想像でき、プロジェクトの事象に対

して意見を出すことができる。そのため、両者の共通言語

としての有用性があると考えられる。これまで専門家に

委ねられていた良質な建築行為が一般化され、様々な人々

に周知することが可能となるため、問題点・反省点の改善

方法や、必要な人材への理解、支援のための協力体制の整

備につながると考えられる。また、設計思考保持者はコト

を生み出すプロジェクトにおいて必要な人材であり、この

人材の育成と能力を発揮できる環境等の整備は、これから

の成熟社会を歩む私たちにとって重要課題である。
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１.目的
人口減少・空き家増加といった、縮小時代を象徴とす

る言葉をよく耳にするようになった昨今、暮らしや建築に

対する考え方に変化が生まれている。

しかし、これらの変化は新たで小規模な傾向に過ぎず

「建築する」ことにモノとしての価値のみ抱き、コトとし

ての価値に気づいている者は多くない。

「建築する」ことの持つ、コトを生み出す力は、社会の

様々な問題を、多種多様な分野を取りまとめながら指針を

打ち出し ( 問題提起 )、解決 ( 問題解決 ) に導く一つの手

段に成り得ると考えられる。

本研究では、日本各地で取り組まれている様々なプロ

ジェクトの可視化を目的とする。また、可視化をすること

によって見えてくる問題点や反省点、立役者となった設計

思考保持者等を発見し、体制や環境等の改善方法を導き出

すといった、有用性についても言及する。

また、それらを一般の人々にも共有できるツールとして

可視化することを目的とする。

２.研究方法
対象プロジェクトに関する情報をインターネット及び

書籍を使用し収集する。収集した情報を元にベースストー

リーにまとめ、そこから主観に基づいた比喩表現を用いて

2種類の可視化を試みる。

可視化①：からまり表現によるプロセスの構造化 (表 1)

可視化②：植物による比喩表現への置き換え (表 1)

可視化① -⑵：からまり表現の分類 (表 2)

可視化② -⑵：植物比喩表現の抽象表現 (表 3)

可視化② -⑶：抽象表現の分類 (図 1)

これらの可視化と可視化により見出された疑問・思考・議

論から、プロジェクトへの再評価・課題の抽出を行う。

３.比喩表現
3.1 からまり表現
その場所が持つ問題を“からまり”と表現し、プロジェ

クトプロセスを①からまりを見つける (問題の発見 )②か

らまりをつかむ (問題解決の必要性に直面する )③からま

りをほぐす (問題解決のための準備にとりかかる )④あみ

なおす (問題解決に踏み出す )の４段階に分類し置き換え

る。置き換え方は①〜④それぞれ、事象に対して共通の抽

出方法で行う。からまり表現では全体の流れを俯瞰的に分

析することができる。

3.2 植物成長表現
ベースストーリーを、比喩 ( 植物の成長 ) を用いたス

トーリーに置き換える。事象の置き換え方は、共通の抽出

方法で行う。




